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　神奈川県西部地震の発生が懸念される神奈川県西部域から伊豆半島，東海地震想定域の東海

地方までの国土地理院GEONETと防災科学技術研究所のGPS観側鎖による2004年８月から

2006年５月までの地殻変動を解析した．ＧＰＳ解析ソフトウェアはGAMTTを用い，解析手法は

既報1）2）による．

　第１図は，IGS臼田観測点（ＵＳＵＤ）に対する伊豆半島周辺域及び東海地域の2004年８月８

日から2006年５月６日までの３ヶ月ずっずらせた各１年間の地殻変位速度である.第１図の期

間には，2004年９月６日に発生した紀伊半島南東沖の地震の地震時ステップを含むので，第１

図ではこれを推定して取り除いて地殻変位速度を計算している3）.2004年８月から2005年８

月の期間では東海地域の地殻変動は南東に向く方向であるが，最新の2005年２月から2006年

２月の期間では，2000年の異常地殻変動発生以前の速度ベクトル場のパターンに戻っている．

最新の，2005年５月から2006年５月の期間では，その前の期間と基本的には変わらないが，

浜名湖東部の3054点・3098点などにおいて西向きの変動が域少している．第１図において，

観測点字を四角く囲んだ観測点け，防災科学技術研究所が東海地震のヒンジライン観測点とし

て注目している観測点等第２図以降に時系列を示す観測点である．

　第２図及び第３図には，ヒンジライン東側及び西側の観測点の基線長・南北成分・東西成分

・上下成分の毎日の解析結果の時系列を示す．解析手法は，既報2）による．第２図はヒンジラ

イン近傍東側の４観測点で，第３図は西側の４観測点である．第２図・第３図の観測点では，

2004年９月頃から水平成分，特に東西成分の地殻変動が，2004年９月の紀伊半島南東沖の地震

以降反転していることがわかる．上下成分の変動については，2005年初め以降に変動速度が域

少している観測点が見られるものの，東海地域観測点の隆起変動は依然継続している．第４図

には，浜名湖周辺のGEONET観測点の同様の時系列を示す．同様に2004年９月頃から水平成

分成分の地殻変動が反転しているが.上下成分は2005年初め頃から隆起速度が域少しているも

のの，依然隆起が続いている．第５図には防災科研の観測点だけで最近の変動を求めた．ここ

でも，浜名湖に近い東海地域内陸部に位置する，龍山（TATO）観測点および天竜（TNRO）観

測点を含む時系列では,水平成分の地殻変動は2004年９月頃から変動の傾向が変わっているよ

引こ見える．平塚構内観測点け，2002年８月28日のアンテナ交換時と，2005年12月28日の

GPS受信機交換時に生じた，主に上下成分のオフセットを補正していないために，この観測点

を含む基線には，このときにオフセットが見られる.
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